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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シート状基材の片面に粘着剤層を積層してなる粘着シートであって、
　前記粘着剤層は、ベースポリマー、ラジカル重合性を有する二重結合を２個以上有する
多官能モノマー、ラジカル重合性を有する二重結合を１個有する単官能モノマー、及び低
分子量オリゴマーを含有する粘着剤組成物を重合させてなり、
　前記ベースポリマーは、アクリル系重合体であり、
　前記ベースポリマーの重量平均分子量（Ｍｗ）は１０００００以上であり、
　前記ラジカル重合性を有する二重結合を２個以上有する多官能モノマーの含有量は、粘
着剤組成物を１００質量％として０．０５～５質量％であり、
　前記低分子量オリゴマーは、アクリル系樹脂、ポリエステル系樹脂及びポリエーテル系
樹脂からなる群より選択される少なくとも１種であり、
　前記低分子量オリゴマーは、重量平均分子量（Ｍｗ）が５００～５００００であり、
　前記低分子量オリゴマーの含有量は、粘着剤組成物を１００質量％として０．１～１２
質量％であり、
（１）ＪＩＳ　Ｚ０２３７に準拠して、被着体貼付後２４ｈｒで測定した対ＳＵＳ粘着力
が１０Ｎ／２５ｍｍ以上であり、
（２）ＪＩＳ　Ｚ０２３７に準拠して、８０℃、錘１ｋｇの条件で測定した対ＳＵＳ保持
力の２４ｈｒ後のズレが１ｍｍ以内であり、
（３）ＡＳＴＭ　Ｄ２９７９（転倒試験機械による接着剤の感圧粘着性試験法）に準拠し
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た、以下の条件の動的濡れ性測定方法で測定されるプローブタック値が８．０Ｎ／５ｍｍ
φ以上である、
ことを特徴とする粘着シート。
[動的濡れ性測定方法]
測定機器：ＮＳプローブタックテスター（ニチバン株式会社製）
測定条件：プローブ　５ｍｍφ、ステンレススチール表面仕上げＡＡ＃４００研磨による
鏡面、ウェイト　１９．６±０．２ｇ（真鍮製）、プローブ移動速度　５．０ｃｍ／秒、
ドエルタイム　１秒
【請求項２】
　前記ラジカル重合性を有する二重結合を２個以上有する多官能モノマーは、炭素間二重
結合を２個以上有する多官能モノマーである、請求項１に記載の粘着シート。
【請求項３】
　前記ラジカル重合性を有する二重結合を１個有する単官能モノマーは、炭素間二重結合
を１個有する単官能モノマーである、請求項１又は２に記載の粘着シート。
【請求項４】
　前記低分子量オリゴマーは、ガラス転移点（Ｔｇ）が２５℃以下である、請求項１～３
のいずれかに記載の粘着シート。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、粘着シートに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、粘着シートは様々な用途に用いられている。粘着シートが貼着される被着体は一
段と多様化しており、用途によって粘着時や粘着後に、様々な特性が要求される。
【０００３】
　上述の粘着シートの用途としては、窓ガラスに貼付するＰＯＰラベル、ウエットティッ
シュの取り出し口の蓋として用いられるフラップラベル、屋内外のサインラベル、バスの
広告の加飾ラッピング等、様々な用途がある。これらの用途では、粘着シートは、ガラス
、プラスチック、金属等の様々な材質の被着体に貼着される。
【０００４】
　上述のような用途に用いられる粘着シートには、粘着時に強粘着性を示すことが要求さ
れ、また、剥離する際に、粘着シートの一部が被着体に残存しないことが要求される。す
なわち、上述のような用途に用いられる粘着シートには、いわゆる強粘剥離性が要求され
る。
【０００５】
　強粘剥離性を示す粘着シートとして、（メタ）アクリル酸アルキルエステル系モノマー
（ａ１）及び水酸基を有するアクリル系モノマー（ａ２）を共重合させて得られるアクリ
ル系樹脂（Ａ）及びイソシアネート系架橋剤（Ｂ）を含む粘着剤組成物を用いた再剥離型
粘着シートが提案されている（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】２０１５－１１０６８５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、特許文献１の粘着シートは、特定の粘着組成物を不織布芯材に染み込ま
せて形成されており、ガラス、プラスチック、金属等の多様な被着体の表面の微細な凹凸
形状に追従することができず、十分な強粘性が発揮できず、粘着剤組成物により形成され
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ている粘着シートよりも強粘性に劣るという問題がある。
【０００８】
　従って、粘着剤組成物により形成されており、強粘剥離性に優れた粘着シートの開発が
望まれている。
【０００９】
　本発明は、上記の問題に鑑みてなされたものであり、強粘着性を示し、且つ、剥離の際
に被着体の表面への粘着シートの残存が抑制されている、いわゆる強粘剥離性に優れた粘
着シートを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明者等は、上記目的を達成すべく鋭意研究を重ねた結果、ベースポリマー、２個以
上の二重結合を有する多官能モノマー、及び低分子量オリゴマーを含有する粘着剤組成物
を重合させてなる粘着シートにおいて、（１）ＪＩＳ　Ｚ０２３７に準拠して測定した対
ＳＵＳ粘着力、（２）ＪＩＳＺ０２３７に準拠して測定した対ＳＵＳ保持力、及び（３）
ＡＳＴＭ　Ｄ２９７９（転倒試験機械による接着剤の感圧粘着性試験法）に準拠した動的
濡れ性測定方法により測定したプローブタック値が特定の範囲である構成とすることで、
上記目的を達成できることを見出し、本発明を完成するに至った。
【００１１】
　即ち、本発明は、下記の粘着シートに関する。
１．シート状基材の片面に粘着剤層を積層してなる粘着シートであって、
　前記粘着剤層は、ベースポリマー、ラジカル重合性を有する二重結合を２個以上有する
多官能モノマー、ラジカル重合性を有する二重結合を1個有する単官能モノマー、及び低
分子量オリゴマーを含有する粘着剤組成物を重合させてなり、
（１）ＪＩＳ　Ｚ０２３７に準拠して、被着体貼付後２４ｈｒで測定した対ＳＵＳ粘着力
が１０Ｎ／２５ｍｍ以上であり、
（２）ＪＩＳＺ０２３７に準拠して、８０℃、錘１ｋｇの条件で測定した対ＳＵＳ保持力
の２４ｈｒ後のズレが１ｍｍ以内であり、
（３）ＡＳＴＭ　Ｄ２９７９（転倒試験機械による接着剤の感圧粘着性試験法）に準拠し
た、以下の条件の動的濡れ性測定方法で測定されるプローブタック値が８．０Ｎ／５ｍｍ
φ以上である、
ことを特徴とする粘着シート。
[動的濡れ性測定方法]
測定機器：ＮＳプローブタックテスター（ニチバン株式会社製）
測定条件：プローブ　５ｍｍφ、ステンレススチール表面仕上げＡＡ＃４００研磨による
鏡面、ウェイト　１９．６±０．２ｇ（真鍮製）、プローブ移動速度　５．０ｃｍ／秒、
ドエルタイム　１秒
２．前記ベースポリマーは、アクリル系重合体である、項１に記載の粘着シート。
３．前記ラジカル重合性を有する二重結合を２個以上有する多官能モノマーは、炭素間二
重結合を２個以上有する多官能モノマーである、項１又は２に記載の粘着シート。
４．前記ラジカル重合性を有する二重結合を１個有する単官能モノマーは、炭素間二重結
合を１個有する単官能モノマーである、項１～３のいずれかに記載の粘着シート。
５．前記低分子量オリゴマーは、重量平均分子量（Ｍｗ）が５００～５００００である、
項１～４のいずれかに記載の粘着シート。
６．前記低分子量オリゴマーは、ガラス転移点（Ｔｇ）が２５℃以下である、項１～５の
いずれかに記載の粘着シート。
７．前記低分子量オリゴマーは、アクリル系樹脂、ポリエステル系樹脂及びポリエーテル
系樹脂からなる群より選択される少なくとも１種である、項１～６のいずれかに記載の粘
着シート。
【発明の効果】
【００１２】
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　本発明の粘着シートは、強粘着性を示し、且つ、剥離の際に被着体の表面への粘着シー
トの残存が抑制されており、優れた強粘剥離性を示すことができる。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本発明の粘着シートは、シート状基材の片面に粘着剤層を積層してなる粘着シートであ
って、上記粘着剤層は、ベースポリマー、ラジカル重合性を有する二重結合を２個以上有
する多官能モノマー、ラジカル重合性を有する二重結合を１個有する単官能モノマー、及
び低分子量オリゴマーを含有する粘着剤組成物を重合させてなり、（１）ＪＩＳ　Ｚ０２
３７に準拠して、被着体貼付後２４ｈｒで測定した対ＳＵＳ粘着力が１０Ｎ／２５ｍｍ以
上であり、（２）ＪＩＳＺ０２３７に準拠して、８０℃、錘１ｋｇの条件で測定した対Ｓ
ＵＳ保持力の２４ｈｒ後のズレが１ｍｍ以内であり、（３）ＡＳＴＭ　Ｄ２９７９（転倒
試験機械による接着剤の感圧粘着性試験法）に準拠した、以下の条件の動的濡れ性測定方
法で測定されるプローブタック値が８．０Ｎ／５ｍｍφ以上であることを特徴とする粘着
シートである。
[動的濡れ性測定方法]
測定機器：ＮＳプローブタックテスター（ニチバン株式会社製）
測定条件：プローブ　５ｍｍφ、ステンレススチール表面仕上げＡＡ＃４００研磨による
鏡面、ウェイト　１９．６±０．２ｇ（真鍮製）、プローブ移動速度　５．０ｃｍ／秒、
ドエルタイム　１秒
　本発明の粘着シートは、粘着剤層がラジカル重合性を有する二重結合を２個以上有する
多官能モノマーを含有する粘着剤組成物を重合させてなり、上記（１）及び（２）を満た
すので、粘着シートの粘着剤層が凝集力に優れ、強粘着性を示すとともに、優れた剥離性
を示すことができる。
　また、本発明の粘着シートは、低分子量オリゴマーを含有する粘着剤組成物を重合させ
てなり、上記（３）を満たすので、粘着シート表面が被着体表面への濡れ性に優れており
、被着体の表面形状に高い追従性を示すので、高い粘着性を示すことができる。このため
、本発明の粘着シートは、優れた強粘剥離性を示すことができる。
【００１４】
　以下、本発明の粘着シートについて詳細に説明する。
【００１５】
　本発明の粘着シートは、シート状基材の片面に粘着剤層を積層してなる粘着シートであ
って、上記粘着剤層は、ベースポリマー、ラジカル重合性を有する二重結合を２個以上有
する多官能モノマー、ラジカル重合性を有する二重結合を１個有する単官能モノマー、及
び低分子量オリゴマーを含有する粘着剤組成物を重合させてなる。
【００１６】
（ベースポリマー）
　ベースポリマーは、モノマーを重合してプレポリマーとすることにより調製されるもの
であれば特に限定されず、アクリル樹脂、ポリエステル系樹脂、アミノ樹脂、エポキシ樹
脂、ポリウレタン樹脂を用いることができる。これらの中でも、強粘着性により一層優れ
る点で、アクリル樹脂を好適に用いることができる。ベースポリマーとして、アクリル樹
脂と、その他の樹脂を混合して用いる場合、その他の樹脂の添加量は、粘着剤組成物の５
０質量％以下であることが好ましく、４０質量％以下であることがより好ましく、３０質
量％以下であることが更に好ましく、２０質量％以下であることが特に好ましい。
【００１７】
　アクリル樹脂としては、アクリル系重合体が好ましく、（メタ）アクリル酸エステル重
合体が更に好ましい。中でも、強粘着性により一層優れる点で、(メタ)アクリル酸アルキ
ルエステルと、（メタ）アクリル酸及び／又は極性基を有する(メタ)アクリル酸誘導体と
の共重合体であることが特に好ましい。
【００１８】
（メタ）アクリル酸アルキルエステルのアルキル基の炭素数は、１～１８が好ましく、１
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～８がより好ましい。
【００１９】
　（メタ）アクリル酸アルキルエステルとしては、具体的には、（メタ）アクリル酸メチ
ル、（メタ）アクリル酸エチル、（メタ）アクリル酸プロピル、（メタ）アクリル酸イソ
プロピル、（メタ）アクリル酸ｎ－ブチル、（メタ）アクリル酸イソブチル、（メタ）ア
クリル酸ｔ－ブチル、（メタ）アクリル酸ｎ－ペンチル、（メタ）アクリル酸ｎ－ヘキシ
ル、（メタ）アクリル酸２－エチルヘキシル、（メタ）アクリル酸ｎ－オクチル、（メタ
）アクリル酸イソオクチル、（メタ）アクリル酸ｎ－ノニル、（メタ）アクリル酸イソノ
ニル、（メタ）アクリル酸ｎ－デシル、（メタ）アクリル酸イソデシル、（メタ）アクリ
ル酸ｎ－ウンデシル、（メタ）アクリル酸ｎ－ドデシル、（メタ）アクリル酸ステアリル
が挙げられる。これらの中でも、強粘着性により一層優れる点で、アクリル酸２－エチル
ヘキシル、アクリル酸ｎ－ブチル、アクリル酸メチル、（メタ）アクリル酸イソオクチル
が好ましい。
【００２０】
　上記（メタ）アクリル酸アルキルエステルは、１種単独で用いてもよいし、２種以上を
混合して用いてもよい。
【００２１】
  極性基を有する(メタ)アクリル酸誘導体の極性基としては、カルボキシル基、ヒドロキ
シ基、アミノ基、アミド基、エポキシ基、グリシジル基等が挙げられ、これらの中でも、
ヒドロキシ基、アミド基が好ましい。
【００２２】
　極性基を有する（メタ）アクリル酸誘導体としては、具体的には、（メタ）アクリル酸
－２－ヒドロキシエチル、（メタ）アクリル酸－４－ヒドロキシブチル、Ｎ,Ｎ－ジメチ
ルアクリルアミド等が挙げられる。
【００２３】
  上記極性基を有する(メタ)アクリル酸誘導体は、１種単独で用いてもよいし、２種以上
を混合して用いてもよい。
【００２４】
　上記（メタ）アクリル酸エステル重合体を構成する（メタ）アクリル酸誘導体として、
上記極性基を有する（メタ）アクリル酸誘導体以外に、メトキシ基、エトキシ基等のアル
コキシ基を有する（メタ）アクリル酸誘導体、フェニル基、シクロヘキシル基等の環状構
造を有する(メタ)アクリル酸誘導体を用いてもよい。
【００２５】
　上記（メタ）アクリル酸エステル重合体における（メタ）アクリル酸アルキルエステル
単量体単位の含有量は、２０～１００質量％であることが好ましく、４０～９９．５質量
％であることがより好ましい。また、（メタ）アクリル酸エステル重合体における極性基
を有する(メタ)アクリル酸誘導体の単量体単位の含有量は０～８０質量％であることが好
ましく、０．５～６０質量％であることがより好ましい。
【００２６】
　ベースポリマーを重合させる重合方法としては、加熱により重合させる重合方法、活性
エネルギー線を照射して重合させる重合方法等が挙げられる。
【００２７】
　ベースポリマーを重合させるために、重合開始剤を用いることができる。重合開始剤と
しては、繰り返し単位を有しない重合開始剤を好適に用いることができる。このような重
合開始剤としては、例えば、加熱により重合させる重合方法の場合は、アゾビスイソブチ
ロニトリル、アゾビスバレロニトリル等のアゾ系重合開始剤；ベンゾイルパーオキサイド
、ラウリルパーオキサイド等の過酸化物系重合開始剤を挙げることができる。また、活性
エネルギー線を照射して重合させる重合方法の場合は、重合開始剤としては、アセトフェ
ノン系重合開始剤、ベンゾインエーテル系重合開始剤、ベンゾフェノン系重合開始剤、ヒ
ドロキシアルキルフェノン系重合開始剤、チオキサントン系重合開始剤、アミン系重合開
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始剤等が挙げられる。
【００２８】
　上記アセトフェノン系重合開始剤としては、ジエトキシアセトフェノン、ベンジルジメ
チルケタール等が挙げられる。上記ベンゾインエーテル系重合開始剤としては、ベンゾイ
ン、ベンゾインメチルエーテル等が挙げられる。上記ベンゾフェノン系重合開始剤として
は、ベンゾフェノン、ｏ－ベンゾイル安息香酸メチル等が挙げられる。上記ヒドロキシア
ルキルフェノン系重合開始剤としては、１－ヒドロキシ－シクロヘキシル－フェニル－ケ
トン等が挙げられる。上記チオキサントン系重合開始剤として具体的には、２－イソプロ
ピルチオキサントン、２，４－ジメチルチオキサントン等が挙げられる。上記アミン系重
合開始剤としては、トリエタノールアミン、４－ジメチル安息香酸エチル等が挙げられる
。
【００２９】
　ベースポリマーを重合させるための重合開始剤の添加量は、所望の平均分子量にするた
めに重合条件などと合わせて適宜調整するとよい。
【００３０】
　本発明で用いる重合開始剤の分子量は、１０００以下であることが好ましく、７００以
下であることがより好ましく、５００以下であることが更に好ましい。重合開始剤の分子
量の下限値については特に限定されず、１００以上が好ましい。
【００３１】
　ベースポリマーの重量平均分子量は１０万以上が好ましく、２０万以上がより好ましく
、３０万以上が更に好ましく、３５万以上が特に好ましい。また、ベースポリマーが架橋
性アクリル系重合体の場合、重量平均分子量は２００万以下が好ましく、１５０万以下が
より好ましく、１００万以下が更に好ましく、７５万以下が特に好ましい。
本明細書において、重量平均分子量（Ｍｗ）は、ゲルパーミエションクロマトグラフイー
（ＧＰＣ）により測定し、ポリスチレン基準で求めた値である
【００３２】
　粘着剤組成物中のベースポリマーの含有量は、粘着剤組成物を１００質量％として、１
５～７０質量％が好ましく、２０～６０質量％であることがより好ましい。
【００３３】
（ラジカル重合性を有する二重結合を２個以上有する多官能モノマー）
　ラジカル重合性を有する二重結合を２個以上有する多官能モノマーは、粘着剤組成物に
おいて架橋剤として作用し、本発明の粘着シートの粘着剤層の凝集力を向上させ、強粘着
性を付与する化合物である。上記ラジカル重合性を有する二重結合を２個以上有する多官
能モノマーは、本発明の粘着シートに強粘剥離性を付与することができれば特に限定され
ず、本発明の粘着シートにより優れた動的濡れ性を付与し、強粘着性をより一層向上させ
ることができる点で、炭素間二重結合を２個以上有する多官能モノマーが好ましい。
【００３４】
　上記２個以上の炭素間二重結合を２個以上有する多官能モノマーとしては、例えば、２
官能アクリレート、多官能アクリレートが挙げられる。
【００３５】
　上記２官能アクリレートとしては、例えば、トリプロピレングリコールジアクリレート
（商品名：M-220、東亞合成（株）製）、ポリエチレングリコールジアクリレート（商品
名：M-240、東亞合成（株）製）、１，６ヘキサンジオールジアクリレート（商品名：NK
エステル A-HD-N、新中村化学工業（株）製）が挙げられる。
【００３６】
　上記多官能アクリレートとしては、例えば、トリメチルプロハントリアクリレート（商
品名：M-309、東亞合成（株）製）、トリメチロールプロパンPO変性トリアクリレート（
商品名：M-321、東亞合成（株）製）、ペンタエリスリトールトリアクリレート（商品名
：A-TMM-3、新中村化学工業（株）製）が挙げられる。
【００３７】
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　上記ラジカル重合性を有する二重結合を２個以上有する多官能モノマーは、１種単独で
用いてもよいし、２種以上を混合して用いてもよい。
【００３８】
　粘着剤組成物中の、上記２個以上の二重結合を有する多官能モノマーの含有量は、粘着
剤組成物を１００質量％として、０．０５～５質量％が好ましく、０．１～２質量％がよ
り好ましい。２個以上の二重結合を有する多官能モノマーの含有量が上記下限値以上であ
ると、架橋が十分となり、粘着シートの強粘剥離性がより一層向上する。２個以上の二重
結合を有する多官能モノマーの含有量が上記上限値以下であれば、粘着シートが硬くなり
過ぎず、強粘着性がより一層向上する。
【００３９】
（ラジカル重合性を有する二重結合を１個有する単官能モノマー）
　ラジカル重合性を有する二重結合を１個有する単官能モノマーは、本発明の粘着シート
を形成するための粘着剤組成物において、塗工適性を持たせるためのベースポリマーの希
釈溶媒として作用すると同時に、粘着シートを形成するための組成物となる。上記ラジカ
ル重合性を有する二重結合を１個有する単官能モノマーは、本発明の粘着シートに強粘剥
離性を付与することができれば特に限定されず、本発明の粘着シートにより優れた動的濡
れ性を付与し、強粘着性をより一層向上させることができる点で、炭素間二重結合を１個
有する単官能モノマーが好ましい。
【００４０】
　上記ラジカル重合性を有する二重結合を１個有する単官能モノマーは、シート化する際
の希釈溶媒としての役割もあるため、ベースポリマーとの相溶性を示すことができる点で
、ベースポリマーで用いられる単官能の単量体単位と同じであることが好ましく、(メタ)
アクリル酸アルキルエステルを好適に用いることができる。
【００４１】
　(メタ)アクリル酸アルキルエステルとしては、具体的には、（メタ）アクリル酸メチル
、（メタ）アクリル酸エチル、（メタ）アクリル酸プロピル、（メタ）アクリル酸イソプ
ロピル、（メタ）アクリル酸ｎ－ブチル、（メタ）アクリル酸イソブチル、（メタ）アク
リル酸ｔ－ブチル、（メタ）アクリル酸ｎ－ペンチル、（メタ）アクリル酸ｎ－ヘキシル
、（メタ）アクリル酸２－エチルヘキシル、（メタ）アクリル酸ｎ－オクチル、（メタ）
アクリル酸イソオクチル、（メタ）アクリル酸ｎ－ノニル、（メタ）アクリル酸イソノニ
ル、（メタ）アクリル酸ｎ－デシル、（メタ）アクリル酸イソデシル、（メタ）アクリル
酸ｎ－ウンデシル、（メタ）アクリル酸ｎ－ドデシル、（メタ）アクリル酸ステアリルが
挙げられる。これらの中でも、強粘着性により一層優れる点で、アクリル酸２－エチルヘ
キシル、アクリル酸ｎ－ブチル、アクリル酸メチル、（メタ）アクリル酸イソオクチルが
好ましい。
【００４２】
  上記（メタ）アクリル酸アルキルエステルは、１種単独で用いてもよいし、２種以上を
混合して用いてもよい。
【００４３】
　上記ラジカル重合性を有する二重結合を１個有する単官能モノマーとしては、ベースポ
リマーの組成に合わせて、上記(メタ)アクリル酸アルキルエステルと、（メタ）アクリル
酸及び／又は極性基を有する(メタ)アクリル酸誘導体とを併用してもよい。（メタ）アク
リル酸、及び極性基を有する(メタ)アクリル酸誘導体は、上記ベースポリマーで説明した
ものを用いることができる。
【００４４】
　粘着剤組成物中の、上記ラジカル重合性を有する二重結合を１個有する単官能モノマー
の含有量は、粘着剤組成物を１００質量％として、２５～８０質量％が好ましく、３５～
７０質量％がより好ましい。
【００４５】
（低分子量オリゴマー）
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　低分子量オリゴマーは、本発明の粘着シートの動的濡れ性を向上させ、強粘着性を付与
する化合物である。上記低分子量オリゴマーとしては、本発明の粘着シートに動的濡れ性
を付与することができれば特に限定されず、アクリル系樹脂、ポリエステル系樹脂、ポリ
エーテル系樹脂等が挙げられる。これらの中でも、粘着剤組成物中の、粘着性を付与する
他の成分との相溶性に優れることにより、本発明の粘着シートにより優れた動的濡れ性を
付与し、強粘着性をより一層向上させることができる点で、アクリル系樹脂が好ましい。
【００４６】
　上記低分子量オリゴマーとしてのアクリル系樹脂として、例えば、市販品の無官能基ポ
リマー（商品名：ARUFON UP-1000シリーズ、東亞合成（株）製）、OH基含有ポリマー（商
品名：ARUFON UH-2000シリーズ、東亞合成（株）製）、COOH基含有ポリマー（商品名：AR
UFON UC-3000シリーズ、東亞合成（株）製）、アクリレート基以外の官能基を有しないア
クリル単量体単位のみからなる重合体、アクリレート基以外の官能基を有しないアクリル
単量体単位と、官能基を有しない非アクリル単量体単位とからなる共重合体などが挙げら
れる。
【００４７】
　上記アクリレート基以外の官能基を有しないアクリル単量体単位としては、例えば、（
メタ）アクリル酸のカルボキシル基の水素原子を炭化水素基で置換した（メタ）アクリル
酸エステル単位が挙げられる。上記炭化水素基の炭素数は１～１８が好ましく、１～８が
より好ましい。
【００４８】
　上記（メタ）アクリル酸エステル単位を付与するための（メタ）アクリル酸エステルと
しては、例えば、（メタ）アクリル酸メチル、（メタ）アクリル酸エチル、（メタ）アク
リル酸プロピル、（メタ）アクリル酸イソプロピル、（メタ）アクリル酸ｎ－ブチル、（
メタ）アクリル酸イソブチル、（メタ）アクリル酸ｔ－ブチル、（メタ）アクリル酸ｎ－
ペンチル、（メタ）アクリル酸ｎ－ヘキシル、（メタ）アクリル酸２－エチルヘキシル、
（メタ）アクリル酸ｎ－オクチル、（メタ）アクリル酸イソオクチル、（メタ）アクリル
酸ｎ－ノニル、（メタ）アクリル酸イソノニル、（メタ）アクリル酸ｎ－デシル、（メタ
）アクリル酸イソデシル、（メタ）アクリル酸ｎ－ウンデシル、（メタ）アクリル酸ｎ－
ドデシル、（メタ）アクリル酸ステアリル、（メタ）アクリル酸シクロヘキシル、（メタ
）アクリル酸ベンジルが挙げられる。
【００４９】
　上記（メタ）アクリル酸エステルは、１種単独で用いてもよいし、２種以上を混合して
用いてもよい。
【００５０】
　上記官能基を有しない非アクリル単量体単位を付与するための単量体としては、例えば
、重合性エチレン基を有する無官能性単量体が挙げられる。上記重合性エチレン基を有す
る無官能性単量体の重合性エチレン基以外の原子団の炭素数は０～１８が好ましく、０～
８がより好ましい。
【００５１】
　上記官能基を有しない非アクリル単量体単位を付与するための単量体としては、具体的
には、エチレン、プロピレン、スチレンが挙げられる。
【００５２】
　上記低分子量オリゴマーとしてのアクリル系樹脂中の、アクリレート基以外の官能基を
有しないアクリル単量体単位の含有量は、アクリル系樹脂を１００質量％として７０～１
００質量％であることが好ましく、８０～１００質量％であることがより好ましく、９０
～１００質量％であることが更に好ましい。
【００５３】
　上記低分子量オリゴマーは、１種単独で用いてもよいし、２種以上を混合して用いても
よい。
【００５４】
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　上記低分子量オリゴマーの重量平均分子量（Ｍｗ）は、５００～５００００が好ましく
、１０００～３００００がより好ましく、２０００～１００００が更に好ましい。上記低
分子量オリゴマーの重量平均分子量が上記下限値以上であると、粘着シートの再剥離性が
より一層向上する。上記低分子量オリゴマーの重量平均分子量が上記上限値以下であると
、粘着シートの粘着剤層の動的濡れ性がより向上し、強粘着性がより一層向上する。
【００５５】
　本明細書において、重量平均分子量（Ｍｗ）は、ゲルパーミエションクロマトグラフイ
ー（ＧＰＣ）により測定し、ポリスチレン基準で求めた値である。
【００５６】
　上記低分子量オリゴマーのガラス転移点（Ｔｇ）は、２５℃以下が好ましく、０℃以下
がより好ましく、－１０℃以下が更に好ましい。上記低分子量オリゴマーのガラス転移点
が上記上限値以下であると、粘着シートの動的濡れ性がより向上し、粘着シートの強粘着
性がより一層向上する。
【００５７】
　本明細書において、ガラス転移点（Ｔｇ）は、組成からの計算値あるいは示差走査型熱
量計（ＤＳＣ）等の熱量計を用いた方法により測定される値である。計算方法としては、
モノマー単位及びその含有割合から、以下のＦｏｘの式により算定することができる。
Ｆｏｘの式：１／Ｔｇ＝（Ｗ1／Ｔｇ1）＋（Ｗ2／Ｔｇ2）＋・・・＋（Ｗm／Ｔｇm）
Ｗ1＋Ｗ2＋・・・＋Ｗm＝１
　式中、Ｔｇは低分子量オリゴマーのガラス転移点であり、Ｔｇ1、Ｔｇ2、・・・，Ｔｇ
mは上記低分子量オリゴマーにおける各モノマー由来の構成単位のガラス転移点であり、
Ｗ1、Ｗ2・・・Ｗmは上記低分子量オリゴマーにおける各モノマー由来の構成単位の重量
分率である。
【００５８】
　粘着剤組成物中の上記低分子量オリゴマーの含有量は、粘着剤組成物を１００質量％と
して、０．１～１２質量％が好ましく、０．５～１０質量％がより好ましい。低分子量オ
リゴマーの含有量が上記下限値以上であると、粘着シートの動的濡れ性がより向上し、粘
着シートの強粘性がより一層向上する。低分子量オリゴマーの含有量が上記上限値以下で
あると、粘着シートの粘着剤層の凝集性が低下することが無く、再剥離性の低下が抑制さ
れる。
【００５９】
（その他の成分）
　上記粘着剤組成物には、必要に応じて、酸化防止剤、金属腐食防止剤、粘着付与剤、シ
ランカップリング剤、紫外線吸収剤、ヒンダードアミン系化合物等の光安定剤、充填剤、
イオン性液体等の添加剤が含まれてもよい。
【００６０】
　酸化防止剤としては、例えば、フェノール系酸化防止剤、アミン系酸化防止剤、ラクト
ン系酸化防止剤、リン系酸化防止剤、イオウ系酸化防止剤が挙げられる。
【００６１】
　金属腐食防止剤としては、粘着剤の相溶性や効果の高さから、ベンゾトリアゾール系樹
脂が好ましい。
【００６２】
　粘着付与剤としては、例えば、ロジン系樹脂、テルペン系樹脂、テルペンフェノール系
樹脂、クマロンインデン系樹脂、スチレン系樹脂、キシレン系樹脂、フェノール系樹脂、
石油樹脂が挙げられる。
【００６３】
　シランカップリング剤としては、例えば、メルカプトアルコキシシラン化合物（例えば
、メルカプト基置換アルコキシオリゴマー等）が挙げられる。
【００６４】
　紫外線吸収剤としては、例えば、ベンゾトリアゾール系化合物、ベンゾフェノン系化合
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物が挙げられる。
【００６５】
　イオン性液体としては、例えば、含窒素オニウム塩、含硫黄オニウム塩、または含リン
オニウム塩等のイオン性液体が挙げられ、好ましくは、特開２０１１－８９１３８号公報
の段落番号００１８～００２８に記載されるイオン性液体を用いることができる。
【００６６】
　上記添加剤は、１種単独で用いてもよいし、２種以上を混合して用いてもよい。
【００６７】
　添加剤を添加する場合、粘着剤組成物中の添加剤の含有量は、粘着剤組成物を１００質
量％として０．０１質量％以上が好ましく、０．０５質量％以上がより好ましく、０．１
質量％以上が更に好ましい。また、粘着剤組成物中の添加剤の含有量は、粘着剤組成物を
１００質量％として１０質量％以下が好ましく、５質量％以下がより好ましく、３質量％
以下が更に好ましい。
【００６８】
（粘着剤組成物の重合）
　上記粘着剤組成物を重合させる方法としては特に限定されない。一般に、粘着剤組成物
を重合させる方法としては、（１）モノマーを含有する粘着剤組成物に、活性エネルギー
線を照射して粘着剤組成物を重合させる方法、（２）モノマー及び溶剤を含有する溶液を
加熱して溶液中でモノマーを溶液重合させて、加熱により溶剤を除去する方法、（３）モ
ノマー、界面活性剤及び水を含有するエマルションを調製して加熱し、エマルション重合
によりモノマーを重合させて、水を熱により除去する方法が挙げられる。本発明では、粘
着シートの表面の平滑性、寸法安定性の観点から、溶剤、水、界面活性剤を含有しないこ
とが好ましく、このため、上記（１）の方法が好適である。本発明では、後述する粘着シ
ートの製造方法において説明する重合方法により、粘着剤組成物を重合させることがより
好ましい。
【００６９】
　上記粘着剤組成物を重合させるために、重合開始剤を用いることができる。重合開始剤
としては特に限定されず、活性エネルギー線を照射して重合する場合はアセトフェノン系
重合開始剤、ベンゾインエーテル系重合開始剤、ベンゾフェノン系重合開始剤、ヒドロキ
シアルキルフェノン系重合開始剤、チオキサントン系重合開始剤、アミン系重合開始剤等
が挙げられる。上記アセトフェノン系重合開始剤としては、ジエトキシアセトフェノン、
ベンジルジメチルケタール等が挙げられる。上記ベンゾインエーテル系重合開始剤として
は、ベンゾイン、ベンゾインメチルエーテル等が挙げられる。上記ベンゾフェノン系重合
開始剤としては、ベンゾフェノン、ｏ－ベンゾイル安息香酸メチル等が挙げられる。上記
ヒドロキシアルキルフェノン系重合開始剤としては、１－ヒドロキシ－シクロヘキシル－
フェニル－ケトン等が挙げられる。上記チオキサントン系重合開始剤としては、２－イソ
プロピルチオキサントン、２，４－ジメチルチオキサントン等が挙げられる。上記アミン
系重合開始剤としては、４－ジメチル安息香酸エチル等が挙げられる。加熱により重合さ
せる場合は、重合開始剤としては、アゾビスイソブチロニトリル、アゾビスバレロニトリ
ル等のアゾ系重合開始剤；ベンゾイルパーオキサイド、ラウリルパーオキサイド等の過酸
化物系重合開始剤等が挙げられる。
【００７０】
　粘着剤組成物を重合させるための重合開始剤の添加量は、所望の平均分子量にするため
に重合条件などと合わせて適宜調整するとよい。
【００７１】
　本発明の粘着シートの厚みは特に限定されず、５～１００μｍが好ましく、１０～５０
μｍがより好ましい。粘着シートの厚みが上記下限値以上であると、強粘性がより一層向
上する。粘着シートの厚みが上記上限値以下であると、再剥離性がより一層向上する。
【００７２】
　本発明の粘着シートは、（１）ＪＩＳ　Ｚ０２３７に準拠して、被着体貼付後２４ｈｒ
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で測定した対ＳＵＳ粘着力が１０Ｎ／２５ｍｍ以上である。上記対ＳＵＳ粘着力が１０Ｎ
／２５ｍｍ以上であることにより、本発明の粘着シートが凝集力に優れ、強粘着性を示す
とともに、優れた剥離性を示すことができる。上記対ＳＵＳ粘着力は、１５Ｎ／２５ｍｍ
以上が好ましく、２０Ｎ／２５ｍｍ以上がより好ましい。また、上記対ＳＵＳ粘着力は、
５０Ｎ／２５ｍｍ以下が好ましく、４０Ｎ／２５ｍｍ以下がより好ましい。上記対ＳＵＳ
粘着力が上記上限値以下であることにより、本発明の粘着シートが凝集力により優れ、よ
り一層優れた剥離性を示すことができる。
【００７３】
　本発明の粘着シートは、（２）ＪＩＳＺ０２３７に準拠して、８０℃、錘１ｋｇの条件
で測定した対ＳＵＳ保持力の２４ｈｒ後のズレが１ｍｍ以内である。上記対ＳＵＳ保持力
のずれが１ｍｍ以内であることにより、本発明の粘着シートが凝集力に優れ、強粘着性を
示すとともに、優れた剥離性を示すことができる。上記対ＳＵＳ保持力のずれは、０．５
ｍｍ以内が好ましく、０．１ｍｍ以内がより好ましい。
【００７４】
　本発明の粘着シートは、（３）ＡＳＴＭ　Ｄ２９７９（転倒試験機械による接着剤の感
圧粘着性試験法）に準拠した、以下の条件の動的濡れ性測定方法で測定されるプローブタ
ック値が８．０Ｎ／５ｍｍφ以上である、上記プローブタック値が８．０Ｎ／５ｍｍφ以
上であることにより、本発明の粘着シートが動的濡れ性に優れ、強粘着性を示すことがで
きる。
【００７５】
　本明細書において、上記プローブタック値は、ＡＳＴＭ　Ｄ２９７９（転倒試験機械に
よる接着剤の感圧粘着性試験法）に準拠して以下の条件の動的濡れ性測定方法により測定
される値である。
測定機器：ＮＳプローブタックテスター（ニチバン株式会社製）
測定条件：プローブ　５ｍｍφ、ステンレススチール表面仕上げＡＡ＃４００研磨による
鏡面、ウェイト　１９．６±０．２ｇ（真鍮製）、プローブ移動速度　５．０ｃｍ／秒、
ドエルタイム　１秒
【００７６】
（シート状基材）
　本発明の粘着シートは、シート状基材の片面に上記粘着剤層を積層してなる。シート状
基材は、粘着シートの用途により適宜選定すればよい。例えば、粘着シートをウエットテ
ィッシュの蓋体（フラップラベル）として用いる場合は、ウェットティシュに含まれる水
分やエタノール等を保持するため、耐水性、耐溶剤性やガスバリヤー性が求められる。そ
のため、シート状基材としては、例えば、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリカーボネ
ート、ＰＥＴ等のポリオレフィン系プラスチックフィルム、並びに、それらに有機、及び
／又は、無機顔料を添加し、中空構造とした発泡ＰＥＴ、ユポ等の合成紙；軟質塩ビフィ
ルム；ポリエチレンラミネート紙；金属箔が好ましい。これらの市販品としては、例えば
、（株）ユポ・コーポレーション製のユポフィルム「ＳＧＳ」、「ＦＰＧ」、「ＶＥＳ」
や、東洋紡績（株）製の発泡ＰＥＴフィルム「クリスパー」、東レ（株）製のＰＥＴフィ
ルム「ルミラー」等が挙げられる。
【００７７】
　シート状基材の厚みは特に限定されず、１０～５００μｍが好ましく、５０～３００μ
ｍがより好ましい。シート状基材の厚みが上記下限値以上であることにより、粘着シート
により一層優れた隠蔽性を付与することができる。また、シート状基材の厚みが上記上限
値以下であることにより、シート状基材が被着体の凹凸形状により一層追従し易くなる。
【００７８】
（粘着シートの製造方法）
　上記粘着シートの製造方法としては、（１）モノマーに重合開始剤を添加し、加熱又は
活性エネルギー線を照射して、ベースポリマーを調製する工程１；（２）ラジカル重合性
を有する二重結合を２個以上有する多官能モノマー、ラジカル重合性を有する二重結合を
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１個有する単官能モノマー、及び低分子量オリゴマーを含有する添加剤組成物を、ベース
ポリマーに添加して粘着剤組成物を調製する工程２；及び、（３）（３－１）粘着剤組成
物を離型処理された紙やフィルムの離型処理面に膜状に塗工し、活性エネルギー線を照射
又は加熱して、重合させて粘着剤層を形成し、シート状基材の片面に粘着剤層を積層する
工程３－１（ドライラミ法による転写方法）、（３－２）粘着剤組成物を離型処理された
紙やフィルムの離型処理面に膜状に塗工し、硬化前にシート基材と積層した後活性エネル
ギー線を照射又は加熱して、重合させて粘着剤層を形成する工程３－２（ウエットラミ法
）、又は、（３－３）粘着剤組成物をシート状基材の片面に直接膜状に塗工して活性エネ
ルギー線を照射又は加熱しシート状基材の片面に粘着剤層を設ける工程３－３（ダイレク
ト塗工方法）のいずれかである工程３を有する製造方法が挙げられる。
【００７９】
　上記工程１は、モノマーに重合開始剤を添加し、加熱又は活性エネルギー線を照射して
、ベースポリマーを調製する工程である。上記ベースポリマーは、プレポリマーの状態で
調製される。工程１では、重合を途中で止めて、モノマーの一部を未反応（重合させない
まま）で残存させて、残モノマーとしてもよい。残モノマーは、工程３において、粘着剤
組成物を膜状に塗工し、重合させる際に、工程２で添加する添加剤組成物に含まれる多官
能モノマー及び単官能モノマーと共に重合することとなる。特に、無溶剤系の粘着剤組成
物を重合させる場合は、残モノマーを含有することが好ましい。この場合の残モノマーの
量は、工程１で最初に配合したモノマーを１００質量％として、２０～８０質量％程度が
好ましい。
【００８０】
　モノマー及び重合開始剤は、上述の粘着剤組成物のベースポリマーにおいて説明したも
のを用いることができる。
【００８１】
　活性エネルギー線としては、モノマーを重合させてプレポリマーを調製することができ
れば特に限定されず、紫外線、電子線、ガンマ線、放射線等の従来公知の活性エネルギー
線を照射すればよい。
【００８２】
　以上説明した工程１により、ベースポリマーが調製される。
【００８３】
　上記工程２は、ラジカル重合性を有する二重結合を２個以上有する多官能モノマー、ラ
ジカル重合性を有する二重結合を１個有する単官能モノマー、及び低分子量オリゴマーを
含有する添加剤組成物を、ベースポリマーに添加して粘着剤組成物を調製する工程である
。
【００８４】
　ラジカル重合性を有する二重結合を２個以上有する多官能モノマー、ラジカル重合性を
有する二重結合を１個有する単官能モノマー、及び低分子量オリゴマーは、上記粘着剤組
成物において説明したものを用いることができる。
【００８５】
　上記ラジカル重合性を有する二重結合を１個有する単官能モノマーは、ベースポリマー
との相溶性に優れる点で、工程１で用いたモノマーを用いることが好ましい。
【００８６】
　上述のように、粘着剤組成物中のベースポリマーの含有量は、粘着剤組成物を１００質
量％として、１５～７０質量％が好ましく、２０～６０質量％であることがより好ましい
。このため、ラジカル重合性を有する二重結合を１個有する単官能モノマーの添加量は、
ベースポリマーの含有量が上記範囲になるように添加量を調整することが好ましい。また
、工程１において、重合を途中で止めて、モノマーの一部を未反応（重合させないまま）
で残存させて、残モノマーとする場合、当該残モノマーと、工程２において追加で添加す
る添加剤組成物との合計量を、上記ベースポリマーの含有量が上記範囲になるように調整
することが好ましい。更に、工程１において、ベースポリマー調製時に十分な量のモノマ
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ーを残す場合は、残モノマーを工程２におけるラジカル重合性を有する二重結合を１個有
する単官能モノマーとして用い、新たに工程２において、ラジカル重合性を有する二重結
合を１個有する単官能モノマーを添加しなくてもよい。
【００８７】
　以上説明した工程２により、粘着剤組成物が調製される。
【００８８】
　工程３は、粘着剤組成物を膜状に塗工し、活性エネルギー線を照射または加熱して、重
合させて粘着剤層を形成し、シート状基材の片面に粘着剤層を積層する工程である。工程
３としては、具体的には、（３－１）粘着剤組成物を離型処理された紙やフィルムの離型
処理面に膜状に塗工し、活性エネルギー線を照射又は加熱して、重合させて粘着剤層を形
成し、シート状基材の片面に粘着剤層を積層する工程３－１（ドライラミ法による転写方
法）、（３－２）粘着剤組成物を離型処理された紙やフィルムの離型処理面に膜状に塗工
し、硬化前にシート基材と積層した後活性エネルギー線を照射又は加熱して、重合させて
粘着剤層を形成する工程３－２（ウエットラミ法）、又は、（３－３）粘着剤組成物をシ
ート状基材の片面に直接膜状に塗工して活性エネルギー線を照射又は加熱しシート状基材
の片面に粘着剤層を設ける工程３－３（ダイレクト塗工方法）のいずれかの工程が挙げら
れる。
【００８９】
　工程３－１（ドライラミ法による転写方法）では、粘着剤組成物を離型処理された紙や
フィルムの離型処理面に膜状に塗工し、活性エネルギー線を照射又は加熱して、重合させ
て粘着剤層を形成し、シート状基材の片面に粘着剤層を積層する。
【００９０】
　工程３－１において、粘着剤組成物を膜状に塗工する際は、被塗工物として基体を用い
ればよい。基体としては、粘着剤組成物を膜状に塗工して粘着剤層を形成することができ
れば特に限定されず、例えば、片面に離型層が設けられロール状に巻き取られた、樹脂フ
ィルム、紙、合成紙等が挙げられる。工程３－１では、上記基体の離型層側に粘着剤組成
物を塗工し、当該塗工された粘着剤組成物と、ロール状に巻き取られたシート状基材から
引き出されたシート状基材とを貼合すればよい。
【００９１】
　工程３－１では、塗工された粘着剤組成物が重合して粘着剤層が形成された後に、シー
ト状基材の片面に粘着剤層が積層される。シート状基材の片面に粘着剤層を積層する方法
としては特に限定されず、シート状基材上に、調製された粘着剤層を載置して、押圧する
等の従来公知の方法により積層すればよい。
【００９２】
　工程３－２（ウエットラミ法）では、粘着剤組成物を離型処理された紙やフィルムの離
型処理面に膜状に塗工し、硬化前にシート基材と積層した後活性エネルギー線を照射又は
加熱して、重合させて粘着剤層を形成する。
【００９３】
　上記工程３－２は、上記工程３－１と略同様であるが、粘着剤組成物を重合させる前に
シート状基材と貼合し、次いで粘着剤組成物を重合させて粘着剤層を形成する点で、上記
工程３－１と相違する。
【００９４】
　工程３－２では、上記基体の離型層側に粘着剤組成物を塗工し、当該塗工された粘着剤
組成物と、ロール状に巻き取られたシート状基材から引き出されたシート状基材とを貼合
すればよい。
【００９５】
　工程３－３（ダイレクト塗工方法）では、粘着剤組成物をシート状基材の片面に直接膜
状に塗工して活性エネルギー線を照射又は加熱しシート状基材の片面に粘着剤層を設ける
。
【００９６】
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　工程３－３では、上記シート状基材に粘着剤組成物を塗工して、片面に離型層が設けら
れたロールから引き出された基体の離型層側と貼合することにより、シート状基材上に粘
着剤層、及び離型層をこの順に積層して、粘着シートを連続的に製造することもできる。
【００９７】
　工程３－１、工程３－２及び工程３－３において、粘着剤組成物を膜状に塗工する方法
としては特に限定されず、ブレードコーター、エアナイフコーター、ロールコーター、バ
ーコーター、グラビアコーター、マイクログラビアコーター、ロッドブレードコーター、
リップコーター、ダイコーター、カーテンコーター等の従来公知の方法により塗工するこ
とができる。
【００９８】
　活性エネルギー線としては、モノマーを重合させて粘着剤組成物を膜状に成形できれば
特に限定されず、紫外線、電子線、ガンマ線、放射線等の従来公知の活性エネルギー線を
照射すればよい。
【００９９】
　粘着剤組成物を加熱により重合させる場合は、粘着剤組成物の温度は５０～１００℃が
好ましく、６０～９０℃がより好ましい。また、加熱方法は特に限定されず、加熱炉を通
過させる等の従来公知の方法により加熱すればよい。
【０１００】
　上記基体は、ＪＩＳ　Ｐ８１１３に準拠して測定される引張強度が１ｋＮ／ｍ以上が好
ましく、５ｋＮ／ｍ以上がより好ましい。引張強度が上記範囲であると、再剥離の際に基
体が破壊され難く、優れた再剥離性を示すことができる。
【０１０１】
　上記樹脂フィルム及び紙としては、具体的には、ＰＥＴフィルム、発泡ＰＥＴフィルム
、ポリカーボネートフィルム、ポリプロピレンフィルム、合成紙等のプラスチックフィル
ム；上質紙、グラシン紙、塗工紙、ポリエチレンラミネート紙等が挙げられる。
【０１０２】
　以上説明した工程３により、シート状基材の片面に粘着剤層が積層される。
【実施例】
【０１０３】
　以下、本発明の実施例について説明する。本発明は、下記の実施例に限定されない。
【０１０４】
　実施例１
[ベースポリマーの重合]
　ベースポリマーを調製するためのモノマーとして、アクリル酸２エチルヘキシル９５質
量％、アクリル酸５質量％の配合となるようにそれぞれ採取し、混合した。次いで、光重
合開始剤として１－ヒドロキシ－シクロヘキシル－フェニル－ケトン（ＩＲＧＡＣＵＲＥ
１８４、ＢＡＳＦジャパン社製）を、モノマーの合計１００質量部に対して０．０５質量
部となるよう添加して、高圧水銀ランプを用いて積算露光量１０００ｍＪ／ｃｍ２の条件
で紫外線照射を行い、プレポリマー化して、ベースポリマーを調製した。ベースポリマー
の重量平均分子量は７０万であった。
【０１０５】
　なお、重量平均分子量はゲルパーミエションクロマトグラフイー（ＧＰＣ）により測定
し、ポリスチレン基準で求めた値である。ゲルパーミエションクロマトグラフイー（ＧＰ
Ｃ）の測定条件を以下に示す。
溶媒：テトラヒドロフラン
カラム：Ｓｈｏｄｅｘ ＫＦ８０１、ＫＦ８０３Ｌ、ＫＦ８００Ｌ、ＫＦ８００Ｄ（昭和
電工（株）製を４本接続して使用した）
カラム温度：４０℃
試料濃度：０．５質量％
検出器：ＲＩ－２０３１ｐｌｕｓ（ＪＡＳＣＯ製）
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ポンプ：ＲＩ－２０８０ｐｌｕｓ（ＪＡＳＣＯ製）
流量（流速）：０．８ｍｌ／ｍｉｎ
注入量：１０μｌ
校正曲線：標準ポリスチレンＳｈｏｄｅｘ ｓｔａｎｄａｒｄ ポリスチレン（昭和電工（
株）製）Ｍｗ＝１３２０～２，５００，０００迄の１０サンプルによる校正曲線を使用し
た。
【０１０６】
[粘着剤組成物の調製]
　ラジカル重合性を有する二重結合を２個以上有する多官能モノマーとして、トリメチロ
ールプロパンＰＯ変性トリアクリレート（Ｍ－３２１、東亞合成（株）製）を０．３質量
％；ラジカル重合性を有する二重結合を１個有する単官能モノマーとして、アクリル酸２
エチルヘキシル（東京化成工業(株)製）と、アクリル酸（東京化成工業(株)製）とを、ア
クリル酸２エチルヘキシル／アクリル酸＝９５／５の割合で混合した単官能モノマーを６
８質量％；低分子量オリゴマーとしてアクリルポリマー（アルフオン　ＵＰ１０００、東
亞合成(株)製）を１質量％；光重合開始剤として１－ヒドロキシ－シクロヘキシル－フェ
ニル－ケトン（ＩＲＧＡＣＵＲＥ１８４、ＢＡＳＦジャパン社製）を０．７質量％の割合
となるように採取し、各添加剤を用意した。
【０１０７】
　次いで、表１の配合となるようにベースポリマーに各添加剤を添加して、室温で１２０
分間撹拌混合し、粘着剤組成物を調製した。粘着剤組成物中のベースポリマーの含有量は
、３０質量％であった。
【０１０８】
　調製された粘着剤組成物を、基体として用意した厚み５０μｍのＰＥＴ離型フィルム（
１００ＲＬ－０７（２）、王子エフテックス(株)製）の離型層側に塗布した。次いで、シ
ート状基材として用意した厚み１００μｍのＰＥＴフィルム（コスモシャインＡ４３００
、東洋紡(株)製）と貼合した後、高圧水銀ランプを用いて積算露光量１５００ｍＪ／ｃｍ
２の条件で紫外線照射を行って硬化させ、粘着シートを製造した。得られた粘着シートの
粘着剤層の厚みは３０μｍであった。
【０１０９】
　実施例２、３、比較例１、２
　粘着剤組成物の配合を表１に示すように変更した以外は、実施例１と同様にして粘着シ
ートを製造した。
【０１１０】
　比較例３
　ラジカル重合性を有する二重結合を２個以上有する多官能モノマー、及びラジカル重合
性を有する二重結合を１個有する単官能モノマーに代えて、有機溶剤である酢酸エチルを
用いて、ベースポリマーの酢酸エチル溶液を調製した。ベースポリマーの含有量は、ベー
スポリマーの酢酸エチル溶液を１００質量％として、３０質量％であった。次いで、ベー
スポリマーの酢酸エチル溶液中のベースポリマー（固形分）９４．７質量％に対してイソ
シアネート系硬化剤（コロネートＬ５５、東ソー(株)製）を０．３質量％、低分子量オリ
ゴマーを５質量％加え、光重合開始剤を配合しなかった以外は実施例１と同様にして、粘
着剤組成物の酢酸エチル溶液を調製した。
【０１１１】
　調製された粘着剤組成物の酢酸エチル溶液を、厚み５０μｍのＰＥＴ離型フィルム（１
００ＲＬ－０７（２）、王子エフテックス(株)製）の離型層側に塗布し、１００℃の温風
乾燥にて３分乾燥し酢酸エチルを除去した後、厚み１００μｍのＰＥＴフィルム（コスモ
シャインＡ４３００、東洋紡(株)製）と貼合し粘着シートを製造した。得られた粘着シー
トの粘着剤層の厚みは３０μｍであった。
【０１１２】
　製造した実施例及び比較例の粘着シートについて、以下の評価を行った。
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＜（１）対ＳＵＳ粘着力＞
　ＪＩＳ　Ｚ０２３７に準拠して、被着体貼付後２４ｈｒで対ＳＵＳ粘着力を測定した。
【０１１４】
＜（２）対ＳＵＳ保持力＞
　ＪＩＳＺ０２３７に準拠して、８０℃、錘１ｋｇ、２４ｈｒ後の対ＳＵＳ保持力のズレ
を測定した。
【０１１５】
＜（３）動的濡れ性＞
　ＡＳＴＭ　Ｄ２９７９（転倒試験機械による接着剤の感圧粘着性試験法）に準拠して、
以下の条件で動的濡れ性を測定した。
測定機器：ＮＳプローブタックテスター（ニチバン株式会社製）
測定条件：プローブ　５ｍｍφ、ステンレススチール表面仕上げＡＡ＃４００研磨による
鏡面、ウェイト　１９．６±０．２ｇ（真鍮製）、プローブ移動速度　５．０ｃｍ／秒、
ドエルタイム　１秒
【０１１６】
＜（４）再剥離性＞
ＪＩＳ　Ｚ０２３７に準拠した方法で被着体であるＳＵＳに貼付し２４ｈｒ静置した後、
手剥がしで粘着シートを剥がして、以下の評価基準に従って評価した。
○：被着体に糊が全く残らない
△：被着体に剥がし終りのエッジ部にのみ線状に糊が残る
×：全面にわたって糊残りする
【０１１７】
　結果を表１に示す。
【０１１８】
【表１】

【産業上の利用可能性】
【０１１９】
　本発明の粘着シートは、ガラス、プラスチック、金属等の様々な材質の被着体に対して
、優れた強粘剥離性を示すことができる。このため、窓ガラスに貼付するＰＯＰラベル、
ウエットティッシュの取り出し口の蓋として用いられるフラップラベル、屋内外のサイン
ラベル、バスの広告の加飾ラッピング等、様々な用途に利用することができる。
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